
大阪・関西万博、いよいよ開幕

「
い
の
ち
」テ
ー
マ
に

日
間

大
屋
根
リ
ン
グ
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　「いのち輝く未来社会のデザイン」をテー
マにした年国際博覧会（大阪・関西万博、
運営主体・日本国際博覧会協会）が日、人
工島・夢洲（大阪市此花区）に開幕した。日
本での開催は年の愛知万博以来で、年
ぶりとなる。月日までの期間、世界が一
つの場に集い、先端技術を駆使した映像体験
で来場者を楽しませる。

提供・公益財団法人年日本国際博覧会協会、大林組、撮影・伸和

　
万
博
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
を
披
露
す
る
場

と
も
な
る
が
、
１
９
７
０
年
の
大
阪
万
博
の
「
サ

ン
ヨ
ー
館
」
で
注
目
を
集
め
た
「
人
間
洗
濯
機
」

が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
、
再
び
登
場
し
た
。

　
展
示
し
た
の
は
大
阪
市
の
サ
イ
エ
ン
ス
社
で
、

「
ミ
ラ
イ
人
間
洗
濯
機
」
と
し
て
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ

ア
パ
ビ
リ
オ
ン
で
見
ら
れ
る
。
１
人
用
で
、
卵
の

よ
う
な
形
が
特
徴
。
泡
で
洗
浄
さ
れ
、
上
か
ら
シ

ャ
ワ
ー
も
か
け
ら
れ
る
。
第
１
号
入
浴
者
は
大
阪

府
の
吉
村
洋
文
知
事
で
「
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
気
持
ち

い
い
」
と
さ
っ
ぱ
り
し
た
様
子
で
語
っ
た
。

　
今
回
の
万
博
の
シ
ン
ボ
ル

と
い
え
る
の
が
、
世
界
最
大
級
の
木
造
建
築
物
「
大
屋
根

リ
ン
グ
」
。
１
周
２
㌔
の
リ

ン
グ
は
直
径
６
７
５
㍍
。
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
（
６
３
４

㍍
）
を
横
に
し
た
く
ら
い
の

長
さ
で
、
高
さ
は
内
側
が


㍍
、
外
側
が

㍍
、
幅

㍍

あ
る
。
リ
ン
グ
の
中
は
３
区

画
に
分
け
ら
れ
、
参
加
国

（
約
１
６
０
カ
国
・
地
域
）

の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
集
ま
っ
て

い
る
。

　
今
回
の
万
博
に
は
約
１
６

０
カ
国
・
地
域
と
７
国
際
機

関
が
参
加
し
、
期
間
中
、
約

２
８
２
０
万
人
の
来
場
を
見

込
ん
で
い
る
。
外
国
人
も
多

数
来
場
し
そ
う
で
、
日
本
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
格
好

の
場
と
な
り
そ
う
だ
。

　
一
方
で
、
い
ま
一
つ
盛
り

上
が
ら
ず
、
万
博
来
場
意
向

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
（
昨

年

月
、
６
千
人
対
象
）
で

は
「
行
き
た
い
」
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
行
き
た
い
」
と

答
え
た
人
は
約

％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
「
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
や
夏
休
み
に
入

る
と
来
場
者
も
増
え
、
口
コ

ミ
で
魅
力
が
発
信
さ
れ
れ
ば

盛
り
上
が
る
の
で
は
」
と
い

う
見
方
も
あ
る
。

　
世
界
最
大
級
の
火
星
の
隕い

ん

石せ
き

や
、
人
工
多
能
性
幹
細
胞

（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
）
か
ら
作
っ

た
小
さ
な
「
心
臓
」
（
直
径

約
３
・
５
㌢
）
の
展
示
な
ど

見
ど
こ
ろ
も
多
い
。
半
面
、

期
待
さ
れ
た
「
空
飛
ぶ
ク
ル

マ
」
は
、
当
初
来
場
者
が
搭

乗
す
る
商
用
運
航
が
検
討
さ

れ
て
い
た
が
、
結
局
デ
モ
飛

行
に
切
り
替
わ
っ
た
。ま
た
、

気
象
状
況
や
機
体
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
な
ど
で
運
休
と
な
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
て
お
り
、

来
場
者
が
未
来
の
移
動
手
段

を
目
に
す
る
機
会
は
限
定
的

に
な
り
そ
う
だ
。

　
海
外
館
の
建
設
遅
れ
、
チ

ケ
ッ
ト
の
事
前
予
約
が
面

倒
、
会
場
の
ア
ク
セ
ス
が
悪

い
、
食
事
が
高
額
、
宿
が
と

れ
な
い
―
な
ど
、
批
判
や
諦

め
の
声
も
少
な
く
な
い
。

「
こ
れ
も
万
博
」
と
前
向
き

に
捉
え
た
い
と
こ
ろ
だ
が

…
。

　
海
外
か
ら
の
来
場
者
に

は
、
日
本
の
各
地
に
足
を
運

ん
で
ほ
し
い
も
の
だ
。
万
博

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
ど
う

誘
導
し
、
地
域
の
魅
力
に
触

れ
て
も
ら
う
か
、
観
光
業
界

の
手
腕
が
問
わ
れ
る
。

最寄り駅となる大阪メトロ中央線
「夢洲駅」

「夢洲駅」構内にあるオールジェン
ダートイレ
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万博彩る主なパビリオンなど
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いのちめぐる冒険河森正治 いのち動的平衡館福岡伸一

◀「
い
の
ち
」テ
ー
マ
　

シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
パ
ビ
リ
オ
ン
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記
念
撮
影
に
応
じ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

（
左
か
ら
）
の
宮
田
裕
章
、
石
黒
浩
、

中
島
さ
ち
子
、落
合
陽
一
、福
岡
伸
一
、

河
森
正
治
、
小
山
薫
堂
、
河
瀬
直
美
の

各
氏
＝
３
日

　
万
博
の
中
核
と
な
る
の
が
、
会
場
の
中
央
に
位
置
す

る
、
８
人
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
主
導
す
る
創
造
的
な

パ
ビ
リ
オ
ン
「
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
パ
ビ
リ
オ
ン
」
だ
。

「
訪
れ
る
す
べ
て
の
人
々
が
い
の
ち
に
つ
い
て
考
え
、

そ
の
概
念
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
場
所
」
と
協
会
。

　
パ
ビ
リ
オ
ン
は
阪
大
教
授
の
石
黒
浩
、
慶
応
大
教
授

の
宮
田
裕
章
、
音
楽
家
の
中
島
さ
ち
子
、
メ
デ
ィ
ア
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
落
合
陽
一
、
生
物
学
者
の
福
岡
伸
一
、

ア
ニ
メ
監
督
の
河
森
正
治
、
放
送
作
家
の
小
山
薫
堂
、

映
画
作
家
の
河
瀬
直
美
の
各
氏
が
手
掛
け
た
。

　
「
い
の
ち
を
拡
げ
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
石
黒
氏
の

「
い
の
ち
の
未
来
」
で
は
、

年
後
の
人
間
と
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
と
の
姿
や
、
千
年
後
の
未
来
の
人
間
の
姿
を
描

い
て
お
り
、
マ
ツ
コ
・
デ
ラ
ッ
ク
ス
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド

の
対
話
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
の

進
化
に
驚
く
。


